
令和 4年 10月 28日付技管第 440号関連 

別 紙 ２ 掘削に伴う建設発生土の取り扱い（根株の控除） 

掘削範囲の土中に根株が存在する場合は、除根後に起工測量を実施し掘削土量を算出するこ
とが基本だが、除根を掘削工に併せて行う場合は、掘削土量から根株の数量を控除し、掘削土量
を算出すること。 
（除根は準備費の率分に含まれており掘削量に根株の体積が含まれると二重計上となる R4 建設工事積算基準Ⅰ-2-②-27） 

控除数量（根株の体積）の算出方法（例） 

１）廃棄物処分量から算出 

①産業廃棄物をｔあたりで受け入れている施設（重量計がある施設）で処分する場合 
控除する数量（ ）＝施設への搬出量（ｔ）／０．５５ 

〔換算値 0.55t/ について〕
以下の参考文献から、荷積み状態の換算値の中位0.55t/ とする

土木工事数量算出要領  0.8t/ 
環境省参考値   0.55t/ 
産業廃棄物ガイドライン値 0.4～0.7t/ 
建設副産物実態調査H30  0.5t/ 

②産業廃棄物を空 あたりで受け入れている施設で処分する場合 
控除する数量（ ）=施設への搬出量（空 ）

２）集積した根株を直接計測して算出（当年度に廃棄物処分せず、残置する場合等） 
控除する数量（ ）=計測した数量（空 ）

３）算定式により算出 

用地買収や補償のため、掘削範囲の毎木調査を行っている場合は、下記算定式により、胸高
直径（d）から根株体積を算定し、当初設計時点から根株の数量を控除して掘削土量を算出す
る。 
〔算 定 式〕 
切口径 0.5m以下、株高 1.0m以下の根株について適用 

ス ギ V＝0.9059φ1.7235 φ＝1.4538d 
ヒノキ V＝1.3849φ1.9017 φ＝1.4610d 
マ ツ V＝1.3933φ1.7603 φ＝1.2603d 
広葉樹 V＝0.8093φ1.7089 φ＝1.3383d 

V：根株体積（ ）  φ：根元直径（m） d：胸高直径（ｍ） 

出典：令和４年度治山林道必携 積算・施工編【上巻】第１編共通工P182（参考 1） 
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